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生樹の門（クスノキ）

今治市大三島町宮浦

小見山部落 管 理 団 体

昭和26年11月27日

県指定天然記念物

名 称

　大山祇神社の後方にある通称奥の院に通じる道の途中にある

クスノキで、地上近くで二つの幹に分かれており、一つの幹は

すでに枯死している。

　根回りは32m、目通りは20mもある巨木であるが、2本の木が融

合したものとも考えられる。

　昔から根部をくり抜いて通路にしたもので、このことから

「生樹の門」の名がついたものといわれている。不老長寿を願

う人々によって門内の根部が切り取られるため、近年、門は閉

鎖されている。大木の多いクスノキの中でもひときわ大きいも

のである。

いききのもん


